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論文内容要旨
 ヒト横隔膜の神経分布,特に知覚神経分布に関する組織学的研究はこれまで報告が少なく,系
 統的かつ詳細に行なわれたものはほとんど皆無に近い。これは,おそらく成人においてはもちろ
 .ん,胎児においてすら,横隔膜があまりにも大きな運動器官であることに基因するのであろう。
 著者はヒト横隔膜の知覚神経分布を研究すべく,材料を4・5・6ケ月胎児にとり,これを長
 期間1.0%中性ホルモールに固定の後,横隔膜の種夕の部位から接線状連続切片を作り、,瀬戸氏
 鍍銀法により染色,得たる多数の組織標本を詳細に観察し,次の様な知見を得た。
 妊娠中期のヒド'胎児の横隔膜内には小体様知覚終末の形成が認められ,その多くはGolgi-
 Mazzoni氏小体であり,また一部はPacini氏小体であった。'
 Golgi-Mazzoni氏小体は横隔膜の肋骨部および胸骨部の筋起始部に多くみられ,また腱
 中心の結合組織内にも散在性に発見された。本小体は,かなり大きな円筒状を呈し,しばしば弓
 状に曲る。Pacini氏小体と異なり同心円状の層板構造をもたず,表面は外縦.層および内輪層
 からなる薄い結合組織性被膜におおわれ,その内方に無構造にみえる透明層を有し,そして最内
 部は内棍で占められる。内棍にふくまれる特殊細胞核は,2～3列性,あるいは不規則な配列を
 示し,その数が多いときには内棍も大きく膨隆する。
 Goigi-Mazzoni氏小体に入る太い知覚線維は,髄鞘を失った後内棍内に進み非分岐性あ
 るいは単純性分岐性に,また時にはやや複雑な分岐性終末に終わる。この分岐の複雑化の度合は,
 内棍内に分布する特殊細胞核の数の増加に平行するようである。すなわち,4ケ月胎児では多く
 は単純な分岐を示すにとどまるが,5ケ月になると,一部の小体において内棍は特殊細胞核の増
 大によって膨隆し,その中に進む知覚線維はかなり複雑に分岐する。6ケ月胎児ではこのような
 複雑な終末がより多く発見されるようになる。
 Pa“ni氏小体は,Golgi-Mazzoni氏小体にくらべてはるかに数が少なく,腱中心の筋
 附着部,肋骨部および胸骨部の骨膜ならびに軟骨膜の周辺,食道裂孔の周囲などにまれに発見さ
 れる1こ過ぎなかった。本小体は・数層の層板と・それにつつまれた細長い内棍とからなる特徴あ.
 る構造を呈する。本小体に進む1条の知覚線維は一般に分岐することなく,内棍の遠位端部に達
 して鉤状に終わる。
 上記小体様終末の他に,横隔膜の胸骨部と肋骨部の骨膜には遊離性分岐性終末が発見された。
 ただしその発育状態は管状骨の骨膜の場合'とくらべればはるかに劣性で,かつその数もより少な
 い。一般に中等大の幹線維が骨膜あるいは軟骨膜に達すると髄鞘を失った後3～5条の細い分枝
 に分れ,これら分枝はさらに骨膜または軟骨膜内層にまで進み,長い経過の後,もっぱら尖鋭な
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 な先端をもって終る。
 筋紡錐および腱紡錐は,肋骨部と胸骨部の筋起始部ならびに腱中心の筋附着部近くに少量なが
 ら発見さ劃た。ただしその発育は下腿筋や前腕筋などにおけるよりははるかに劣性であった。こ
 れは呼吸運動に関連する横紋筋という機能の特異性によるものと思われた。
 筋紡錐ではWeismann氏線維の数も少なく,己れに対する1条の太い知覚線維の分岐状態も
 はなはだ単純であった。腱紡錐は,筋紡錐よりもさらに少数にみられ,中心性核集合部に終わる
 1条の知覚線維の分岐状態も一般にきわめて単純であった。
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 審査結果の要旨
 本研究は,ヒトの胎児を材料として,横隔膜に対する知覚神経の分布状態,ならびに知覚終末
 の形態を,各部位にわたり詳細に観察したものである。観察には,横隔膜の種々の部位から連続
 切片をふくむ多くの切片を得,これを瀬戸氏法で鍍銀した組織標本を用いている。
 本論文によれば,小体様知覚終末として最も多くみられるものはゴルジ・マッオ一二小体であ
 るが,このほかパシニ小体も少数ながら発見されるという。ゴルジ・マツオ一二小体は,肋骨部・
 および胸骨部の筋起始部に多く分布している。本小体に入って終わる知覚線維の分岐の複雑性と
 内棍を構成する細胞の数の増加との間には,ほぼ並行的な関係が認められる。すなわち,一般に
 内棍の細胞数が多い小体では,少ない小体よりも線維の分岐状態が複雑であると指摘している。
 そしてこのような構造の複雑化は胎令が進むにつれて進行する傾向がみられる.と述べているgr
 方パシニ小体は,腱中心の筋付着部,肋骨部ならびに胸骨部の骨膜および軟骨膜周辺,食道裂孔
 の周囲に,まれに発見されるに過ぎない。また遊離に終わる分岐性終末も数が少なく,その分岐
 状態も単純である。筋紡錘および腱紡錘は,筋の起始部および腱中心の筋付着部近くに少数に観
 察されるが,四肢の骨格筋などにくらべて発達劣勢であり,これは呼吸運動を行なう本筋の機能
 上の特殊性と関連するのであろう。
 これまで,骨椿筋に分布する知覚終末としては筋紡錘および腱紡錘の存在が知られており,そ
 の微細構造については多くの研究が行なわれてきたが,ヒトの横隔膜全体について,部位的な差
 異を考嬉しながら知覚終末の分布状態を系統的に精査した報告はない。本論辛は,上に述べたよ
 うに,入念な組織学的検索によってこの未知の部分を明らかにし,かつ個々の終末についても微
 細な構造を観察したものであって,多くの興味深い知見が挙げられている。よって学位授与に値
 するものと認める。
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